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論文内容の要旨
〔目的〕
気管切除端端吻合術における吻合部の創傷治癒は張力と血流に影響される。気管に浸潤した甲状腺癌，食道癌，肺
癌症例では，気管周囲を広範囲に剥離するために，気管形成吻合部の血流が障害され創傷治癒は不良となる。一方，
血流障害のある吻合部に omentopexy を行うと創傷治癒を促進すると言われている。しかし広範囲剥離後の気管
形成における omentopexy の効果は充分には明かにされていない。本研究の目的は，広範囲剥離後の気管形成に際
し吻合部に omentopexy を行い，その効果を経時的に評価し有用性を明らかにすることである。
〔方法〕
雑種成犬66頭を用いて実験を行った。全身麻酔下に頚部を正中切開し気管を露出した後，以下の 3 群，それぞれ
22頭に分類した。(1)非被覆群:気管の周囲を第 1 から第25軟骨輪まで剥離した。第1 1， 12, 13軟骨輪を切除し， 3 ・ 0
PDS 糸を用いて，連続全層縫合で端端吻合した。 (2) 被覆群:剥離群と同様に，剥離・吻合した後，開腹し左胃
大綱動脈を栄養血管とする大綱片を作成し皮下を経路として吻合部を被覆した。 (3) 対照群:剥離せず，気管を切
除端端吻合し， omentopexy は行わなかった。吻合部の創傷治癒は以下の方法で評価した。 (a) 組織血流量:レー
ザードップラー組織血流計を用いて，術誼前，術後 3 ， 7 , 14, 21 日目に，吻合部中枢側，末梢側，気管下部(第30
軟骨輪)の血流を測定した。血流量は術前値の比率(%)で表した。 (b) 抗張力:吻合部を中心に短冊状に切り出
し張力計を用いて牽引し， breaking strength を吻合部の軟骨部と膜様部の抗張力 (g/cm) とした。 (c) 形態学
的変化:術後 7 日目に墨汁染色で吻合部の粘膜下血管網を実体顕微鏡で観察し， 21 日目に吻合部の上皮再生と肉芽形
成を光学顕微鏡で観察した。
〔成績)
(a) 組織血流量:吻合部中枢側の血流は，術後 3 日目では被覆群62%，対照群28%，非被覆群13%で， 3 群とも
術前と比較し有意 (p<O.Ol) に低下した。被覆群，対照、群では，術後 7 ， 14, 21 日目には80%以上となったが，
非被覆群では 7 日目 17% ， 14 日目40%， 21 日目84%と術前値に比較し有意 (p<O.01)に低下していたロまた，術
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後 3 ， 7 , 14 日目において被覆群は非被覆群に比較し有意 (p<O.Ol) に高値であり，術後 7 ， 14 日目において被
覆群は非被覆群に比較し有意 (p<O.Ol) に高値であった。術後21 日目には 3 群聞に有意差はなかった。吻合部末
梢側も中枢側と同様の傾向を示した。気管下部では経目的に各群の間で有意差はなかった。 (b) 抗張力:術後 7 日
目における吻合部の軟骨部ならびに膜様部の抗張力は，被覆群では，それぞ、れ290 :t84g/ crn, 274 士 104g/crn，対照群
では333 :t 120g/crn ， 357 士 92g/ crn，非被覆群では23 :t34g / crn, 113:t 95g/ crnであった。被覆群，対照群は非被覆群に
比較し有意 (p<0.05) に高値であった。術後21 日目における吻合部の軟骨部ならびに模様部の抗張力は， 3 群間
に有意差はなかった。 (c) 形態学的変化:墨汁染色による吻合部の粘膜下血管網は術後 7 日目の被覆群，対照群では
良好で，非被覆群では不良であった。術後21 日目の被覆群，対照群では，吻合部の上皮再生は完全で，肉芽形成はな
かったが，非被覆群では，吻合部の上皮は欠損し肉芽形成が見られた。
〔総括と結論〕
1. 雑種成犬を用いて，頚部気管を広範囲剥離後，気管切除( 3 軟骨輪)端端吻合術を行い，吻合部の創傷治癒過程
を観察した。
2. 吻合部の組織血流は，対照群，大網被覆群では，術後 7 日目には術前の80%以上に回復したが，非被覆群では 7
日目 17% ， 14 日目40% ， 21 日目84% と術前値に比し低下していた。
3. 吻合部の抗張力は，術後 7 日日において対照群，被覆群では，非被覆群と比較して，有意に高値であった。
4. 形態学的に観察した吻合部粘膜下血管網，上皮の再生，ならびに肉芽形成の程度は，上記の結果に相当するもの
であった。
5. 以上から，気管形成術における大綱被覆は吻合部の創傷治癒を促進すると結論した。
論文審査の結果の要旨
気管に浸潤した甲状腺癌，食道癌，肺癌症例では，気管周囲を広範囲に剥離するために，気管切除端端吻合に際し
て，吻合部の血流が障害され，創傷治癒は不良となる。本研究は，犬を用いて，広範囲剥離後の気管形成に際し，吻
合部に大網被覆を行い，その有用性を吻合部組織血流量，抗張力，ならびに形態学的変化の観察によって実験的に検
討した。その結果，大網被覆を行わなければ吻合部の組織血流は術後21 日目に及ぶ回復の遅延を示し創傷治癒も不
良であった。一方，大網被覆を行うと吻合部の組織血流は術後1週間で術前値に復し吻合部の抗張力も非被覆に比
し高値で，倉IJ傷治癒は良好であった口本研究は，気管形成術における大綱被覆が，吻合部の組織血流を早期に回復さ
せ，倉IJ傷治癒を促進することを明らかにし臨床的に有意義であり，学位の授与に相当すると考えられる。
